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　平成 25 年新地町成人式が１月 13 日、農　平成 25 年新地町成人式が１月 13 日、農
村環境改善センターで開かれ、新成人 83村環境改善センターで開かれ、新成人 83
名が晴れの日を迎えました。名が晴れの日を迎えました。
　式に先立ち、震災で犠牲になった方々へ、　式に先立ち、震災で犠牲になった方々へ、
出席者全員で黙祷を捧げました。出席者全員で黙祷を捧げました。
　式では、コールしおさいのリードによる　式では、コールしおさいのリードによる
国歌と新地町の歌を歌いました。国歌と新地町の歌を歌いました。
加藤町長が式辞を述べ、新成人を祝福。加藤町長が式辞を述べ、新成人を祝福。目目
黒靜雄町議会議長、黒靜雄町議会議長、齋藤勝利県議会副議長齋藤勝利県議会副議長
がそれぞれ、新成人に祝辞を送りました。がそれぞれ、新成人に祝辞を送りました。
また、加藤町長から早見祐太さんに記念品また、加藤町長から早見祐太さんに記念品
が贈呈され、新成人を代表して太田陽恵さが贈呈され、新成人を代表して太田陽恵さ
んが謝辞を述べました。んが謝辞を述べました。
　このほか記念アトラクションとして、相　このほか記念アトラクションとして、相
馬市出身でアルパ奏者の志賀昭裕さんの演馬市出身でアルパ奏者の志賀昭裕さんの演
奏が披露され、記念の日を祝福しました。奏が披露され、記念の日を祝福しました。

歩み出す
☆ ２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災により、私達☆ ２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災により、私達

の同級生が１０人も帰らぬ人となってしまったこともあの同級生が１０人も帰らぬ人となってしまったこともあ

り、この成人式では１０人の思い出を私達の心に改めて刻り、この成人式では１０人の思い出を私達の心に改めて刻

もうと思います。もうと思います。

☆ 昨年の東日本大震災の折、大津波により亡くなった同級生☆ 昨年の東日本大震災の折、大津波により亡くなった同級生

達の分まで、強くたくましく生きていきたいと思います。達の分まで、強くたくましく生きていきたいと思います。

☆ 成人したという自覚をしっかり持ち、新地町に貢献できる☆ 成人したという自覚をしっかり持ち、新地町に貢献できる

ような人間になりたいと思います。ような人間になりたいと思います。
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新成人
思いを胸に　

平成25年
新地町成人式

☆自分の志す進路に向かって頑張りたいです。☆自分の志す進路に向かって頑張りたいです。

☆ 社会人として責任ある行動をとり、良き大人になりたいと☆ 社会人として責任ある行動をとり、良き大人になりたいと

思っています。思っています。

☆ 短大卒業に向けて準備をしています。成人式を迎えること☆ 短大卒業に向けて準備をしています。成人式を迎えること

で、社会の役に立てるように考えながら勉強していきたいで、社会の役に立てるように考えながら勉強していきたい

と思います。と思います。

☆ 大学で介護の勉強をしています。将来は福祉士になって、☆ 大学で介護の勉強をしています。将来は福祉士になって、

たくさんの人の役に立ちたいです。たくさんの人の役に立ちたいです。

「成人を迎えての感想」「成人を迎えての感想」からから
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住
ま
い

住
ま
い
再
建
事
業
の
柱

再
建
事
業
の
柱

　
　

新
た
な
住
宅
団
地
の
造
成
始
ま
る

　
　

新
た
な
住
宅
団
地
の
造
成
始
ま
る

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
に
よ
り
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
場
所
で
は
住
宅

の
再
建
が
で
き
な
い
た
め
、
別
の
場
所
で
住
宅
を
再
建
す
る
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
が
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
町
内
７
カ
所
で
一
斉
に
住
宅
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
造
成
さ
れ
る
住
宅
団
地
は
、
作
田
東
団
地
、
作
田
西
団
地
、
岡
団
地
、
雁
小
屋
団
地
、

雁
小
屋
西
団
地
、
富
倉
団
地
、
大
戸
浜
団
地
の
７
団
地
で
す
。

　

７
団
地
で
は
合
計
で
１
５
２
区
画
の
宅
地
造
成
と
、
66
戸
分
の
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
行
わ

れ
ま
す
。

造成工事が進む作田東団地

新たな住宅団地の概要

団地名 面積（㎡）
区画数

住宅用地 災害公営住宅 合計

作田東 22,000 16 6 22

作田西 41,650 28 10 38

岡 20,370 18 12 30

雁小屋 54,900 56 27 83

大戸浜 29,630 20 11 31

富倉 5,650 8 ー 8

雁小屋西 6,000 6 ー 6

合計 180,200 152 66 218

移転促進区域の概要
移転促進

区域
面積（㎡）

被害状況（戸数） 移転数

全壊 半壊 合計 世帯数 住民数

磯山 16,978 11 1 12 13 42
埓浜 118,958 50 0 50 55 177
作田 6,650 7 0 7 8 25
釣師 183,106 166 0 166 167 506
牛川南 17,551 5 0 5 5 14
大戸浜１ 122,589 91 6 97 93 277
大戸浜２ 10,047 5 1 6 6 17
今泉 21,321 10 2 12 11 34
合　計 497,209 345 10 355 358 1,092
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主な住まい再建事業と災害危険区域図

岡団地岡団地

作田東団地作田東団地

作田西団地作田西団地

雁小屋団地雁小屋団地

雁小屋西団地雁小屋西団地

富倉団地富倉団地

大戸浜団地大戸浜団地

住宅団地住宅団地

移転促進区域移転促進区域

災害危険区域災害危険区域

磯山磯山

埓浜埓浜
作田作田

釣師釣師

大戸浜１大戸浜１

牛川南牛川南

大戸浜２大戸浜２

今泉今泉

原災害公営住宅団地原災害公営住宅団地

被災高齢者共同住宅被災高齢者共同住宅

愛宕東災害公営住宅団地愛宕東災害公営住宅団地

役場役場

新地小新地小

尚英中尚英中

総合体育館総合体育館



　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に

よ
る
新
た
な
住
宅
団
地
の
建
設

は
、
震
災
後
の
住
ま
い
再
建
事

業
の
柱
と
し
て
進
め
て
き
た
事

業
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
災
害
危
険
区

域
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
以
前

の
場
所
で
は
住
宅
の
再
建
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
国
の
補

助
を
受
け
て
、
高
台
で
住
宅
を

再
建
す
る
も
の
で
す
。

　

新
地
町
で
は
磯
山
、
埒
浜
、

作
田
、
釣
師
、
牛
川
南
、
大
戸

浜
１
・
２
、
今
泉
地
区
の
８
地

区
、
約
50
ｈ
ａ
を
災
害
危
険
区

域
に
指
定
。
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
意
向
を
尊
重
し
、
ま
た
、
こ

の
計
画
に
は
、
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
新
た

な
住
宅
団
地
と
し
て
７
団
地
を

計
画
し
ま
し
た
。（
P5
図
参
照
）

７
カ
所
の
新
た
な
住
宅
団
地
造
成
が

一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た

造成工事が進む雁小屋団地造成工事が進む雁小屋団地
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造成工事が進む作田西団地造成工事が進む作田西団地

造成工事が進む雁小屋団地

造成工事が進む作田西団地



　

７
団
地
は
い
ず
れ
も
津
波
被

害
の
な
か
っ
た
標
高
10
メ
ー
ト

ル
以
上
の
高
台
な
ど
に
位
置

し
、
役
場
か
ら
１
〜
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
度
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
最
も
大
き
い
雁
小
屋
団

地
は
約
５
万
５
千
㎡
、83
区
画
、

最
も
小
さ
い
富
倉
団
地
は
約

５
千
７
百
㎡
、
８
区
画
で
、
各

住
宅
団
地
に
は
災
害
公
営
住
宅

も
建
設
さ
れ
ま
す
（
雁
小
屋
西

団
地
、
富
倉
団
地
を
除
く
）。

７
団
地
の
合
計
面
積
は
約
18
万

㎡
、
宅
地
は
１
５
２
区
画
、
災

害
公
営
住
宅
は
66
戸
で
、
昨
年

12
月
か
ら
順
次
造
成
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、
町
内
の
集
団
移

転
団
地
の
な
か
で
最
も
規
模
の

大
き
い
雁
小
屋
団
地
の
計
画
図

で
す
。

　

団
地
の
中
に
は
、
公
園
や
広

場
な
ど
、
住
民
の
た
め
の
憩
い

の
空
間
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

維
持
形
成
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
集
会
所
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
道
路
や
調
整
池
な
ど
の
生

活
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
ま

す
。

雁小屋団地データ

【面　積】５４，９００㎡

【区画数】８３

（住宅用地５６　災害公営住宅２７）

７ヶ所の防災集団移転地のなかで、

面積や戸数などの規模が最も大きい

団地。
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雁小屋地区　土地利用計画案
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町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

沿
岸
部
を
移
転
促
区
域
に
指
定

し
、
新
た
な
住
宅
団
地
計
画
案

を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

被
災
前
の
地
区
ご
と
に
住
ま
い

再
建
の
説
明
会
等
を
開
催
し
、

町
の
方
針
や
制
度
の
説
明
な
ど

を
行
い
、
新
た
な
住
宅
団
地
の

候
補
地
を
絞
り
込
み
ま
し
た
。

同
時
に
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
新
た
な
団

地
の
計
画
も
進
め
て
き
ま
し

た
。
昨
年
４
月
か
ら
は
、
同
じ

団
地
を
希
望
す
る
人
た
ち
で
、

新
た
な
住
宅
団
地
計
画
懇
談
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

意
見
を
出
し
合
う

　

新
た
な
住
宅
団
地
計
画
懇
談

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
団

地
ご
と
に
何
回
も
開
か
れ
て
き

ま
し
た
。

　

同
じ
団
地
を
希
望
す
る
人
た

ち
で
、道
路
、集
会
施
設
、広
場
、

み
ん
な
で
進
め
た

　
　
　
　

新
た
な
住
宅
団
地
計
画

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と
は

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と

は
、
移
転
促
進
区
域
（
被
災
地

域
に
お
い
て
住
民
の
居
住
に
適

当
で
な
い
区
域
）
に
あ
る
住
居

の
集
団
的
移
転
を
行
う
た
め
の

事
業
で
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
に
必
要
な
経

費
の
全
額
が
「
東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
区
域
法
（
復
興
特
区

法
）」
に
基
づ
く
復
興
交
付
金

及
び
震
災
復
興
特
別
交
付
税
と

し
て
本
事
業
の
施
行
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

　郡山市出身ということもあり、何か一つで

も復興のお役に立ちたいと思い、昨年の４月

から派遣職員として参りました。防災集団移

転促進事業の担当として、被災された方々の

生活再建が着実に進むよう取り組んでいます。

全国からの
応援職員

復興推進課
事業係

高知県　野中　隆一 さん
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宅
地
の
配
置
計
画
を
話
し
合
っ

た
り
、
屋
根
の
形
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
高
さ
な
ど
の　

ま
ち
な
み

ル
ー
ル　

に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
み
ん
な
で
新
た
な
団
地

計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
の
内
容
や
提

案
さ
れ
た
意
見
な
ど
は
「
か
わ

ら
版
」
に
ま
と
め
、
同
じ
団
地

を
希
望
す
る
人
た
ち
同
士
の
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

海
・
里
・
山
と
調
和
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り

　

７
団
地
は
、
い
ず
れ
も
新
地

町
役
場
か
ら
１
〜
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
度
の
距
離
に
あ
り
、
団

地
内
に
は
災
害
公
営
住
宅
も
建

設
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ら
の
団
地
内
の
他
に
、

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
（
29

戸
）、原
災
害
公
営
住
宅（
６
戸
）

の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
た
め
に
は
被
災
高

齢
者
共
同
住
宅
、
さ
ら
に
、
新

地
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事

業
も
計
画
中
で
す
。

　

海
・
里
・
山
の
豊
か
な
自
然

と
調
和
し
た
町
づ
く
り
に
よ
る

復
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
移
転
促
進
区
域

の
設
定
、
住
宅
団
地
の
整
備
、

移
転
者
に
対
す
る
助
成
等
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議

し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
集
団

移
転
促
進
事
業
計
画
を
定
め

る
。

・
移
転
促
進
区
域
：
災
害
が
発

生
し
た
地
域
又
は
災
害
危
険
区

域
（
建
築
基
準
法
第
39
条
）
の

う
ち
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

た
め
住
居
の
集
団
的
移
転
を
促

進
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
区
域

・
住
宅
団
地
の
規
模
：
５
戸
以

上
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
必
要

内
容

①
住
宅
団
地
の
用
地
取
得
造
成

②
移
転
者
の
住
宅
建
設
・
土
地

　

購
入
借
入
金
の
利
子
相
当
額

　

を
補
助

③
住
宅
団
地
の
公
共
施
設
の
整
備

④
移
転
促
進
区
域
内
の
買
い
取

　

り
⑤
移
転
者
の
住
居
の
移
転
に
対

　

す
る
補
助

全国からの
応援職員

復興推進課
事業係

　和歌山県みなべ町から復興支援に来ていま

す。みなべ町は、紀州みなべの南高梅で有名

な日本一の梅の町です。また、新地町と同様

に海に面しており、いつ東南海地震で津波被

害を受けるか分かりません。今までの仕事の

経験を活かし新地町の復興に役立てていきま

す。

和歌山県みなべ町　越本　進男 さん

”

“

user
テキストボックス
３０
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　新地町交通対策協議会のみなさんが昨年末、
町役場を訪れ、交通安全を願った門松を寄贈
しました。
　協議会のみなさんが手作りした豪華絢爛な
門松は役場正面玄関に飾られ、来庁者に新年
の交通安全を呼びかけました。

新年の安全を願い　門松を寄贈

交通対策協議会

　鹿狼山元旦登山が平成 25年元旦に行
われ、多くの登山者のみなさんが訪れ
ました。
　おだやかな天候となった今年の元旦
では、まばゆい光の初日の出が東の空
に昇りました。
　麓では、杉目地区のみなさんや新地
町商工会、アイラブしんちサークルな
どにより、さまざまな催しが行われ、
希望の一年の幕開けを祝いました。

希望あふれる一年の始まり
鹿狼山元旦登山

　新地町商工会（後藤顯一会長）主催の「新
春のつどい」が１月 10 日、農村環境改善セ
ンターで開かれ、商工関係者や、行政、議会
関係者など約１２０人が出席しました。
　出席したみなさんは、なごやかな雰囲気の
中、新年のあいさつを交わし、新地町の復興
を誓い合いました。

力を合わせて復興へ

新春のつどい
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　津波被害を受けた海岸の復旧工事の開始に
あたり、安全祈願祭と着工式が１月 23 日、
埓木崎地内の海岸で行われました。
　海岸には、消波ブロックを設置した後、堤
防を築きます。新しい堤防は、これまでの堤
防より１ｍ高い７．２ｍのものとなります。平
成 27年度の完成を予定しています。
　式では、加藤町長や工事関係者らが着工ス
イッチを押し、工事の開始を宣言。大型クレー
ンで消波ブロックが設置されました。

海岸の復旧工事が始まる
木崎地区海岸災害復旧工事

　新地町消防出初式が１月６日、総合体育館で
行われ、町消防団員や女性消防隊員ら約３００
名が出席しました。
　式では、町消防団長表彰や県消防協会相馬支
部長表彰などが行われ、団員らの日ごろの功績
が称えられました。
　また、消防団今泉車庫建築用地協力者の菅野
幸一さん、前女性消防隊の鈴木みや子さん、寺
島一子さん、福田礼子さん、只野千鶴子さんに
加藤町長から感謝
状が贈呈されまし

消防団　今年も始動

平成 25年新地町消防出初式

　新地町剣道町民大会が１月 20日、勤労青少
年ホームで開催されました。
　参加した選手たちは、日ごろの練習や昨年末
に行われた寒稽古などで磨いた腕前を披露しま
した。
　大会の結果や表彰関係は次のとおりです。

【小学生低学年】
優勝：相馬 陽輝、準優勝：本多 結衣、
３位：本多 結菜
【小学生高学年】　
優勝：林 雅登、準優勝：菅野 貴斗、
３位：早川 和杏
【中学生】　
優勝：佐藤 柊也、準優勝：目黒 冬馬、
３位：谷田部 春香、敢闘賞：谷田部 悠成
【寒稽古皆勤賞】
小学生：本多 結菜、相馬 陽輝、本多 結衣、
　　　　坂本 秀人、佐藤 恵達、菅野 貴斗、
　　　　林 雅登、早川 和杏
中学生：坂本 雅樹、谷田部 春香、佐藤 柊也、
　　　　谷田部 悠成、渡部 真矢、泉田 哲平

稽古で磨いた腕前披露
新地町民剣道大会

た。



図書館カレンダー（２月）
日 月 火 水 木 金 土
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 3/1 ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

■は休館日
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◎児童書

『四季をあじわう心が育つおはなし』主婦の友社

『一期一会　はじめてのチョコレシピ』
　　　　　　　　　　　　  一期一会製作委員会

『かいけつゾロリ　なぞのスパイとチョコレート』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　ゆたか

『マンガでよくわかる　算数レスキュー隊』　高濱　正伸
『電車で行こう！　超難解 !? 名古屋トレインラリー』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田　　巧

『サトミちゃんちの８男子』　　　　　　　　こぐれ　京
『ワンピース』　　　　　　　　　　　　　　尾田栄一郎
◎ＣＤ 

『元気ですか』　　　　　　　　　　　　　　中島みゆき
『元気ですか　カバーバージョン集』
　　　 Bank Band　徳永英明　坂本冬美　福山雅治ほか

『ファンキーモンキーベイビーズ５』
　　　　　　　　　　　ファンキーモンキーベイビーズ

『バラー丼』　　　　　　　　　　　　　いきものがかり
『A Classical』　　　　　　　　　　　　　 浜崎　あゆみ
『ONE PIECE 15th Anniversary BEST ALBUM』

◎一般書

『八重の桜』　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ出版

『フィギュアスケート日本男子 Fan Book』
　　　　　　　　　　　　　スキージャーナル社

『狛犬ジョンの軌跡』　　　　　　　　　　　　垣根　涼介
『日本の選択』　　　　　　　　　　　　　　　池上　　彰
『若者のホンネ』　　　　　　　　　　　　　　香山　リカ
『「有名人になる」ということ』　　　　　　　  勝間　和代
『神取流　いじめ解消術　弱者の吠え方』　　　神取　　忍
『別れる力　大人の流儀３』　　　　　　　　　伊集院　静
『現場女子』　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤　　功
『だから、ベガルタ仙台がおもしろい！』　千葉　直樹ほか
『女子会川柳　「調子どう？」あんたが聞くまで絶好調』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポプラ社

『シルバー川柳』　　　　　　　　　みやぎシルバーネット

◎ＤＶＤ ( 館内視聴用 )
『でんじろう先生の日曜実験室ラブラボ！第 1 巻～第５巻』

図書書
日
３３
10
17
24
３３

■■はは

◎

『

『『
　

『『
　

『『
『『
　

『『
『『
◎◎

『『
『『
　

『『
　

『『
『『
『『

版版

社社

介介
彰彰
カカ
代代
忍忍
静静
功功
かか

社社
ト

巻巻』

　高橋大輔、羽生結弦、小塚崇彦ら、

“ チーム JAPAN”TOP11 選手の独占

ロングインタビューを掲載。ほか

に、振付師・宮本賢二が語るチーム

JAPAN 男子、2012-2013 シーズン

全プログラム徹底解説なども収録。

　四季の美しさや自然の恵みを
あじわう心が育つ、子どものた
めのおはなしを収録。季節ごと
の行事や風物の情報、物語から
学ぶ教訓、読み方のアドバイス
も掲載。

　ハートの生チョコ、焼きチョコ
ドーナツ、ガトーショコラなど、友
チョコ & 恋チョコのレシピを「一
期一会」のイラストとコトバととも
に紹介します。かわいいラッピング
テクも教えます。

「閉架書庫資料展」
ふだんは閉架書庫に所蔵している本の展示、貸出
を行います。

　NHK 大河ドラマ「八重の桜」
完全ガイドの前編。八重役の綾瀬
はるか、山本覚馬役の西島秀俊ら
の配役紹介 & インタビューをは
じめ、座談会、歴史特集、あらす
じなどを収録。

携帯電話用ＱＲコード

季節の行事展

２月の読み聞かせ会
日時　２/16㊏ 11時～

　図書館ボランティア「スイミー」の皆さんによる
　絵本の読み聞かせなどを行います。
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保育所から

こんにちは

駒ヶ嶺保育所

母と子の健康（２月５日～３月５日）

健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳

交付

妊娠とわかったら、な
るべく早く母子手帳の
交付を受けましょう

２月８日㈮
２月 22 日㈮

９：00 ～ 10：00

離乳食
相談会

24 年７月～ 10 月生まれ
３月５日㈫

９：45 ～ 10：00

1 歳 6 か月児
健診

23 年５月～７月生まれ
２月 18 日㈪

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎62２０９６）

２月 の たんぽぽひろば
期日 内容 場所

２月 13 日㈬

２月 27 日㈬

親子たいそう

ひな人形をつくろう

児童館

児童館

◎問い合わせ　児童館（☎62４４３２）

２月の行事予定２月の行事予定
福田保育所
16日　保育参観

18日　年長児小学校体験入学

20日　交通安全教室

20日　育児サロン

新地保育所
16日　保育参観

16日　３歳・未満児保育発表会

20日　育児サロン（4歳児）

21 日　交通安全教室

駒ヶ嶺保育所
16日　保育参観

20日　育児サロン

節
分
行
事
食

　

節
分
の
行
事
は
、豆
を
ま
き
、

い
わ
し
の
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ
に
さ

し
て
門
口
に
お
き
、
邪
気
や
災

難
を
払
い
清
め
ま
す
。
炒
っ
た

大
豆
を
升
に
入
れ
、
神
前
に
供

え
た
後
に
豆
を
ま
き
、
鬼
や
疾

病
を
家
か
ら
追
い
払
い
、
福
の

神
を
迎
え
、
豆
を
歳
の
数
だ
け

食
べ
ま
す
。

　

二
月
の
誕
生
会
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
大
豆
料
理
や
イ
ワ
シ
料
理

を
作
り
ま
す
。
時
に
は
、
鬼
さ

ん
ラ
ン
チ
や
、
最
近
は
恵
方
巻

き
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
を
通
し
て
一
月
の
七
草

す
い
と
ん
・
お
せ
ち
料
理
、
二

月
の
節
分
行
事
食
、
三
月
雛
寿

司
、
五
月
柏
餅
、
七
月
七
夕
寿

司
や
そ
う
め
ん
、
月
見
団
子･

彼
岸
の
お
は
ぎ
、
七
五
三
の
お

赤
飯
、
餅
つ
き
や
冬
至
の
南
瓜

な
ど
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
し
て

昔
な
が
ら
の
文
化
を
大
切
に
し

な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
行
事
に
ち
な
ん

だ
食
事
の
経
験
が
、
幼
児
期
の

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
の

こ
る
よ
う
、
食
歴
の
一
端
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

食
文
化
に
ふ
れ
る　
〜 

和
食
を
大
切
に 

〜

和
食
の
文
化

　

行
事
食
は
、
ハ
レ
の
日
の
食

事
で
す
が
、
同
時
に
日
常
の
食

事
（
ケ
の
日
の
食
事
）
も
日
本

に
は
「
和
食
の
文
化
」
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
ケ
の
日

の
食
生
活
を
大
切
に
し
和
食
文

化
に
馴
染
む
習
慣
を
つ
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

鬼さんランチ

唐揚げ

豆入りサラダ

もずくスープ

果物

恵方巻き

いわしの生姜煮

豆入り浸し

果物

鬼さんゼリー

スープ

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

あ
る
日
の
給
食
時
間

　

Ｈ
君
「
あ
っ
、
こ
れ
ア
ス
パ
ラ
だ
」

　

Ｒ
君
「
ち
が
う
よ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
だ
よ
」

　

Ｈ
君
「
え
ー
、
さ
や
に
ん
げ
ん
！
」

※
い
ろ
ん
な
野
菜
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
ね
・
・
・
。



暮らしの情報
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平
成
25
年
度
・
26
年
度

　

入
札
参
加
資
格

　

審
査
受
付

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
・
26

年
度
の
「
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

受
付
期
限　

２
月
28
日
㈭

９
時
〜
16
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所

役
場
３
階
会
議
室
３
０
１

受
付
対
象
業
種

建
設
工
事
請
負
業
、
測
量
等
委

託
、
物
品
販
売
、
修
繕
等

※
総
括
表
等
の
書
類
は
総
務

課
、
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
係

（
☎
62
２
１
１
１
）

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
移
設

　

都
市
計
画
決
定

　

説
明
会
を
開
催

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
移
設
に
係
る
都

市
計
画
決
定
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

２
月
14
日
㈭

昼
の
部　

14
時
〜

夜
の
部　

19
時
〜

※
内
容
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で

す
。

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
☎
62
２
１
１
３
）

　

新
地
町
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
奨
学

生(

平
成
25
年
４
月
よ
り
貸
付

開
始
）
を
募
集
し
ま
す
。
新
地

町
に
住
所
が
あ
る
学
生
・
生
徒

で
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
額
（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

以
上
の
在
学
者　３

０
，
０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
学
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
，
０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

貸
付
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の

修
業
期
間
（
す
で
に
在
学
中
の

場
合
は
平
成
25
年
４
月
以
降
の

修
学
期
間
）

奨
学
金
の
返
済　

　

卒
業
、
又
は
貸
付
期
間
満
了

後
、
貸
付
月
数
の
３
倍
の
期
間

内
に
総
額
（
無
利
子
）
を
月
賦

で
返
済
。

申
込
期
限　

３
月
８
日
㈮

申
込
方
法　

教
育
総
務
課
（
役

場
３
階
）
に
申
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
。
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

は
、
連
帯
保
証
人
２
名
（
印
鑑

証
明
書
・
納
税
証
明
書
添
付
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

（
☎
62
４
４
７
７
）

　

相
双
障
害
者

　

就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
会
を
開
催

　

在
宅
で
の
生
活
を
送
る
障
が

い
者
の
方
を
対
象
に
、
就
業
・

生
活
に
関
わ
る
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
個
人
情
報

は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
26
日
㈫

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で

す
。

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
予
約
の
際
に
氏
名
、
障
が
い
、

年
齢
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
☎
62
２
９
３
１
）

町内の空間線量率調査結果
町では、町内 24 か所で放射線量の独自調
査を行いました。１月８日の測定結果は
次のとおりです。　　　　　　（μ Sv/h）

測定場所 地表面 測定値
１月８日

１ 福田小学校 土 ０．０７
２ 福田保育所 土 ０．０６
３ 木崎公会堂 土 ０．２８
４ 新地北工業団地 砂利 ０．２１
５ 鈴宇峠県境 砂利 ０．３１
６ 沢口ふれあい広場 芝 ０．３２
７ 狼沢集会所 土 ０．２６
８ 新地小学校 土 ０．０７
９ 尚英中学校 土 ０．１９
10 新地保育所 土 ０．０６
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 ０．２８
12 今泉農集排処理場 砂利 ０．１２
13 総合公園こどもの森 芝 ０．４０
14 新地浄化センター 芝 ０．３０
15 岡公会堂 舗装 ０．１２
16 杉目集会所 舗装 ０．１３
17 大戸緑地広場 舗装 ０．１７
18 新地町役場 舗装 ０．１４
19 菅谷公会堂 土 ０．２７
20 駒ヶ嶺小学校 土 ０．０７
21 駒ヶ嶺保育所 土 ０．０７
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 ０．１８
23 藤崎公会堂 砂利 ０．２１
24 富倉公会堂 舗装 ０．１１
※測定は月１回（第２火曜日）、
　地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）
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平成 25年度町県民税申告・平成 24年分所得税確定申告
　町県民税申告と所得税申告の時期となりました。申告方法等については、１月 20 日号と一緒に配布し
た「申告のお知らせ」をご覧いただき、各地区の指定日（下記受付日程表）に申告してください。
　なお、指定日に申告できない方のために夕方（17 時 30 分～ 18 時 30 分）の申告を２月 22 日、休日の
申告を３月３日に行います。また、３月 13 日までの指定日に申告できなかった場合は、14 日、15 日に
申告してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　税務課（☎62２１１９）

＜受付日程表＞
日程表は、広報しんち１月 20 日号と一緒に配布した「申告のお知らせ」に掲載したものと同じです。
時　間　【午前】９時～11時 30分　【午後】13時～ 16時　【夕方】17時 30分～ 18時 30分（２月22日のみ）
場　所　役場１階　１０１・１０２会議室

月 日 曜 時間 地区

2

15 金
午前 沢口
午後 鉄炮町・大山田

18 月
午前 明地
午後 中里

19 火
午前 埓浜
午後 作田

20 水
午前 下真弓
午後 上真弓・木崎

21 木
午前 杉目１班～４班
午後 杉目５班～９班

22 金
午前 新地町１班～５班
午後 新地町６班～ 14 班
夕方 指定日に来ることができない方

25 月
午前 新地町 15 班～ 21 班

町営住宅・愛宕苑

午後 今泉・小川１班～４班

26 火
午前 小川５班～９班

町営住宅・定住促進住宅

午後 小川 10 班～ 15 班
町営住宅・定住促進住宅

27 水
午前 大戸浜１班～ 3 班
午後 大戸浜４班～７班

28 木
午前 釣師１班～６班
午後 釣師７班～ 13 班

3

1 金
午前 岡１班～５班

午後 岡６班～ 13 班

３ 日
午前 休日申告

指定日に来ることができない方午後

４ 月
午前 高田１班～２班

駒ヶ嶺町１班

午後 高田３班～６班
駒ヶ嶺町２班～５班・アパート

月 日 曜 時間 地区

３

5 火
午前 菅谷１班～４班

午後 菅谷５班～９班

6 水

午前 新町１班・今神１班～２班

午後
新町２班～３班
今神 3 班～ 4 班
町営住宅・アパート

7 木
午前 中島１班～３班

午後 中島４班～７班・アパート

8 金
午前 城内１班～２班

渋民１班～２班

午後 城内３班～４班、アパート
渋民３班～４班

11 月

午前 藤崎１班～３班
深町１班～２班

午後
藤崎４班～５班
深町３班～４班
駒ヶ嶺駅前地区

12 火
午前 藤崎６班～７班・上ノ町

午後 富倉１班～２班
原相善１班

13 水
午前 富倉３班・原相善２班

午後 富倉４班～５班
原相善３班

14 木
午前

まだ申告していない方
（混雑が予想されます）

午後

15 金
午前
午後

※班等に属していない方は、ご自分の地区で都合の良い
　日に申告してください。
※雑損控除の申告をされている方で損失の繰越申告をさ
　れる方は、前回の申告の際に作成した書類【確定申告
　書（損失申告用）付表】を持参してください。



広報しんち　16

がんばれ東北

やっぱり民謡
～民謡人と江戸家猫八で被災地に元気を～
主催／民謡人震災復興支援有志の会　　協力／難民を助ける会　　後援／新地町公民館

入場無料　※入場整理券が必要です。

整理券は２月８日㈮から新地公民館、勤労
青少年ホーム、駒ヶ嶺公民館で配布します。
（土・日・祝日を除く）

２月20日㈬
開演　15 時（開場 14 時 30 分）

会場　農村環境改善センター

むし歯ゼロの
子どもたち

佐藤　　舜くん

（小　川）
鴇田　唯奈ちゃん

（菅　谷）
目黒　稟椛ちゃん

（木　崎）
鈴木　力暉くん

（小　川）　
伊藤　悠月ちゃん

（小　川）　

寺島　彩夏ちゃん

（富　倉）
目黒　愛琉ちゃん

（小　川）
佐藤　姫愛ちゃん

（深　町）
吉田くるみちゃん

（中　里）
持立　海子ちゃん

（小　川）
白石　千絋ちゃん

（富　倉）

｜ 

出 

演 

｜
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誕生おめでとう
（平成24年12月21日～平成25年１月20日）

　  （子ども）　　　　（親）　     　　（地　区）

   陽
ひ よ り

愛    森　秀裕・みなみ   新地町

   未
ら い ず

来    阿部　寿・順子     駒ヶ嶺町

   杏
あ こ

心   菊地　秀晃・亜輝　　岡

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

ご冥福をお祈りします
（平成24年 12月 21日～平成 25年１月 20日）

　（名前）　　　（年齢）　　　 （地区） 

石田　　磨　　87歳　　高　田

鈴木　　章　　78歳　　藤　崎

鈴木　清子　　76歳　　藤　崎

目黒美津英　　82歳　　中　里

荒　　二郎　　72歳　　中　里

荒　　フミ　　73歳　　作　田

浜野　利久　　82歳　　大戸浜

菅野マサ子　　71歳　　中　島

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　8,024 人（＋ ２）

　男　/　3,964 人（－ １）

　女　/　4,060 人（＋ ３）

世帯数 /　2,580 世帯（＋１）

１月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

※７月９日から外国

　人が含まれるよう

　になりました。

国民健康保険税　８期
この社会　あなたの税が

 いきている

今月の

納税

浜通りの心をつなぐ　桜の街道に
　浜通り地域の国道６号沿いに桜を植樹する「ふくし

ま浜街道・桜プロジェクト」が１月 26 日、新地町から

スタートしました。

　このプロジェクトは、震災前から国道の清掃ボラン

ティアなどに取り組んでいるＮＰＯ法人ハッピーロー

ドネットや県内の青年会議所のみなさんらが実行委員

となり開催したものです。

　町では、作田地内から木崎地内にかかる国道６号沿

いで実施され、苗木 60 本が植樹されました。今後、い

わき市までの１９３㎞の区間に１万５千本から２万本

の植樹を計画しています。

　また、実行委員会では、桜のオーナーを募集してい

ます。オーナーには、その証として、桜の木にメッセー

ジプレートが掲げられます。

　オーナーになるためには基金（一口１万円から）の

申し込みが必要です。基金は、植樹費用や維持管理費、

プロジェクトに関する活動費などに活用されます。

　詳しくは実行委員会にお問い合わせください。

◎問い合わせ　

『ふくしま浜街道・桜プロジェクト』実行委員会事務局

ＴＥＬ０８０－６０１４－４３７２

ＦＡＸ０２４０－２５－８８９３

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.happyroad.net



昭和 46 年に創刊した広報し昭和 46 年に創刊した広報し

んちも、今号で５００回目んちも、今号で５００回目

の発行となりました。の発行となりました。

昭和から平成へ。時代の変昭和から平成へ。時代の変

化とともに、新地町の変化化とともに、新地町の変化

が刻まれています。が刻まれています。

これからも町の復興と発展これからも町の復興と発展

の姿を町民のみなさんにおの姿を町民のみなさんにお

伝えしていきます。伝えしていきます。

▲
昭和 54 年７月号。
表紙はシリーズ企
画の「若者たちは
今」。町の若者にス
ポットを当て、そ
の活躍ぶりを紹介
しています。

▲
昭和 50 年１月発
行の第 46 号。石
油ショックで厳し
い生活情勢の時代。
「苦境にこそ希望
を」の見出しが表
紙を飾りました。

▲
昭和 58 年４月号。表紙に
は相馬地域開発への第一
歩を踏み出した様子が掲
載されました。

▲
昭和 63 年２月号。第１号
からの歴代広報担当者の
広報に対する想いが掲載
されました。

▲
平成６年４月号から、表
紙と裏表紙がカラーにな
りました。

▲
平成８年６月号。
同年４月にスター
トした第４次総合
計画を特集。

▲
平成 16 年 10 月 発 行第
400 号。運行を開始した
のりあいタクシー「しん
ちゃんＧＯ」を特集。

  ▲
平成 23 年 7月号。震災後
はじめて通常どおりの印
刷で発行ができたもので
す。

発行と編集　新地町役場企画振興課　☎ 0244-62-2112　℻ 0244-62-3194　Ｅメール koho@shinchi-town.jp
〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30番地

１００号

２００号３００号

４００号

広
報
し
ん
ち

2013 年
２
月
５
日

▲
昭和 46 年４月創刊の広報
しんち第１号。全８ページ
に選挙の案内や生活情報な
どが掲載していました。

広報しんち広報しんち
５００号のあゆみ５００号のあゆみ

No.500

▲
平成９年 10 月号。農業へ
の挑戦をテーマに、町内
の農家や農業法人、地域農業法人、地域
団体にスポットをあてて団体にスポットをあてて
紹介。紹介。「広報しんち」は、

新地町ホームページ

から全号ご覧いただ

けます。




